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はじめにはじめにはじめにはじめに    

このたびは、「ＤＬＲ－２０３ 多機能レベル変動記録計」をご利用いただき、誠にありがとうございます。 

この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使い下さい。 

また、取扱説明書は大切に保存し、必要なときにお読み下さい。 

 

－注意事項－ 

 ◎本機器を不法改造すると法令により処罰されることがあります。 

 ◎本機器に貼っている証明ﾗﾍﾞﾙや製造番号を剥がすとその効力が失われます。 

 

日本国外への持ち出しについて日本国外への持ち出しについて日本国外への持ち出しについて日本国外への持ち出しについて    

「この製品（または技術）を国際的な平和および安全の維持の妨げとなる使用目的を有するものに再提供 

したり、また、そのような目的に自ら使用したり第三者に使用させたりしないようお願いいたします。 

尚、輸出等される場合は外為法および関係法令の定めるところに従い必要な手続きをおとりください。」 

 

This is notificatiｏｎ that you, as purchaser of the products/technology, are not allowed to perform any of the following: 

1.Resell or retransfer these products/technology to any party intending to disturb internatiｏｎal peace and security. 

2.Use these products/technology yourself for activities disturbing internatiｏｎal peace and security. 

3.Allow any other party to use these products/technology for activities disturbing internatiｏｎal peace and security. 

Also, as purchaser of these products/technology, you agree to follow the procedures for the export or transfer of these 

products/technology, under the Foreign Exchange and Foreign Trade Cｏｎtrol Law, when you export or transfer the 

products/technology abroad. 

 

 

ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽについてｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽについてｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽについてｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽについて    

無償保証期間は御納入から１年間とさせていただきますが、落下による破損や規格以上の過大入力による障害等の取り扱い

方法に起因する修理につきましては、有償とさせていただく事があります。 

修理のお問い合わせはお求めになった販売代理店、又は弊社営業までご連絡下さい。 

 

ご注意ご注意ご注意ご注意    

本書の内容の一部又は全部を無断で転載することは固くお断りします。 

本機器の故障、誤動作、不具合などによって生じた損害等の純粋経済損害につきましては、当社は一切その責任を負いかね

ますので、あらかじめご了承下さい。 
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安全上のご注意安全上のご注意安全上のご注意安全上のご注意    

■ ご使用の前にこの取扱説明をよくお読みのうえ、正しくお使い下さい。 

■ お読みになったあとは、いつでも見られる所に必ず保管して下さい。 

 

表示の意味表示の意味表示の意味表示の意味    

 

この表示は『人が死亡または重傷を負う 

可能性が想定される』という意味です。  

この表示は『人が傷害を負う可能性が 

想定される』という意味です。 

    

記号の説明記号の説明記号の説明記号の説明    

注意内容の記号 

『注意して下さい』 

       

一般注意 感電注意  発火注意 

指示内容の記号 

『必ず実施』 

    

一般指示 ﾌﾟﾗｸﾞを抜く 

禁止内容の記号 

『してはいけない』 

                      

一般禁止  分解禁止  火気禁止  水ぬれ禁止 接触禁止   ぬれ手禁止 

 

 

� 濡れた手で、ｹｰﾌﾞﾙやｺﾈｸﾀにさわらないで下さい。 

   感電や故障の原因になります。 

 

� 本機器およびｹｰﾌﾞﾙは熱器具に触れないようにして下さい。 

   また、ｹｰﾌﾞﾙやｺﾈｸﾀが傷んでいたり、ｺﾈｸﾀの差込がゆるい 

   ときは使用しないで下さい。 火災や感電の原因になります。 

 

 

 

� 落下の恐れがありますので、本体を確実に固定して下さい。 

また、ｹｰﾌﾞﾙは必ず指定のものをご使用下さい。 

 

� 機器を設置するときは、電源ﾌﾟﾗｸﾞをｺﾝｾﾝﾄから抜いて下さい。 

故障の原因になる事があります。 

 

� 防水構造ではありませんので、水をかけたりしないでください。 

 

� 分解や改造などを行なわないで下さい。 

 

 

� 火気の近くで使用したり、暖房器具の近くなどの熱い場所に設置しないで下さい。変

形や故障の原因になります。 

 

� 本機器を落下させたり投げたりしないで下さい。強い衝撃を与えると故障の原因とな

ります。 

 

� 本機器は乾いた布で拭いて下さい。本機器が変形、変色等の原因となりますのでｼﾝ

ﾅｰ、ﾍﾞﾝｼﾞﾝ等の有機溶剤では絶対拭かないで下さい。 

 

� ほこりの多い場所、ｶﾞｽ中雰囲気や水蒸気が直接当たる場所、直射日光の当たる場

所には設置しないで下さい。性能や寿命を低下させたり、故障の原因となります。 
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1.1.1.1. 概要概要概要概要    

 

 本装置は音声帯域を使用するﾃﾞｰﾀ通信の保守、障害解析の為にﾚﾍﾞﾙ測定、電圧測定ならびに多彩なﾄﾘｶﾞ機能を備えた多機

能ﾚﾍﾞﾙ変動記録計です。 

 

 本装置には、同時測定可能なﾚﾍﾞﾙ測定 2 ﾁｬﾈﾙ、電圧測定 2 ﾁｬﾈﾙおよび、外部ﾄﾘｶﾞ(TTL ﾚﾍﾞﾙ入力)2 ﾁｬﾈﾙを備え、個別に設

定可能なﾄﾘｶﾞ条件により不定期に発生する障害の発生原因を検出し迅速な原因追及を可能としています。 

 

 

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

測定ﾓｰﾄﾞとして『連続測定』、『ﾄﾘｶﾞ測定』の 2 つのﾓｰﾄﾞを実装しており、測定内容や 

障害状況に応じ最適な測定が可能です。 

連続測定： 

 

 

ﾄﾘｶﾞ測定： 

測定開始後最大 13,888 日の測定が可能です。 

ﾚﾍﾞﾙや電圧の変動状況の観測やﾄﾘｶﾞ条件の設定が出来ない場合などに使用します。 

設定されたﾄﾘｶﾞ条件に一致した時の状態を記録します。 

不定期に発生する障害発生時状況を捉え記録する場合に使用します。 

 

本装置はﾘﾓｰﾄ機能を有し、LAN 経由にて PC のﾘﾓｰﾄ･ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟによる制御、ﾃﾞｰﾀ収集が可能です。 

 

 

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

無人局で不定期に発生する通信障害の原因追及、監視を行う場合ﾘﾓｰﾄ機能により現場に 

出向くことなく事務所から障害の状況や障害発生時のﾃﾞｰﾀ収集が可能となります。 
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2.2.2.2. 機能・特徴機能・特徴機能・特徴機能・特徴    

 

本装置は以下の機能を有しております。 

 

ﾚﾍﾞﾙ測定 2 ﾁｬﾈﾙ、電圧測定 2 ﾁｬﾈﾙの他、外部ﾄﾘｶﾞ(TTL 入力)2 ﾁｬﾈﾙを備え、多彩なﾄﾘｶﾞ(検出条件)設定により、障害発生状

態や履歴の管理が可能です。 

測定ﾃﾞｰﾀは内部不揮発性ﾒﾓﾘに保存されます。 

また、ﾊﾞｯﾃﾘを内蔵し測定中に停電等が発生した場合でも自動的に測定ﾃﾞｰﾀを保存する事でﾃﾞｰﾀの消失を防ぎます。 

ﾘﾓｰﾄによる制御が可能で、遠隔地に設置した装置の測定状況の確認や測定開始、停止等の制御、ﾃﾞｰﾀの収集(転送)が可能

です。 

大型 LCD を備え、操作はﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙにより行えます。 

 

3.3.3.3. 構成構成構成構成    

 

･本体 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 台 

・測定ｺｰﾄﾞ PWT-113 (M1PS-I214APS 2m)  ・・・・・・・・ 2 本 

 PWT-892 (電圧測定用ｹｰﾌﾞﾙ 1m)  ・・・・・ 2 本 

・AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ ADP-60WA  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 個 

・ｿﾌﾄｹｰｽ PC-800 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 個 

･取扱説明書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 部 

 

 

注意 

AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ(ADP-60WA)以外の AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀのご使用は、本体の破損や故障の原因となりますので絶対に行わ 

ないでください。 
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4.4.4.4. 仕様仕様仕様仕様    

 

4.1.4.1.4.1.4.1. 装置仕様装置仕様装置仕様装置仕様    

 

項目  

 入力ﾁｬﾈﾙ数 2 ﾁｬﾈﾙ 

 入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 600Ω平衡(600Ω±5%以内) / HIGH (50kΩ以上) 

 測定周波数範囲 300Hz～4kHz 

ﾚﾍﾞﾙ ﾚﾍﾞﾙ測定範囲 -70dBm～+10dBm 

測定部 測定確度 平均値/最大値/最小値：±0.5dB 以内 

   

 測定設定  記録ﾚﾍﾞﾙﾚﾝｼﾞ 測定ﾚﾍﾞﾙ範囲 分解能 記録ﾚﾝｼﾞ幅設定範囲  

   10dB -70dBm～+10dBm 0.1dB 1dB ｽﾃｯﾌﾟ  

   25dB   10dB ｽﾃｯﾌﾟ  

   50dB     

   

 入力ﾁｬﾈﾙ数 2 ﾁｬﾈﾙ 

 入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 1MΩ以上 

 電圧測定範囲 -250V～+250V 

電圧 測定帯域 DC～200kHz 

測定部 測定確度 平均値：±2%±2 ﾃﾞｼﾞｯﾄ以内  最大値/最小値：±5%±2 ﾃﾞｼﾞｯﾄ以内 

   

 測定設定  記録電圧ﾚﾝｼﾞ 測定電圧範囲 分解能 記録電圧幅設定範囲  

   2V ±5V 0.01V 1V ｽﾃｯﾌﾟ  

   5V ±12.5V  2.5V ｽﾃｯﾌﾟ  

   10V ±25V  5V ｽﾃｯﾌﾟ  

   20V ±50V 0.1V 10V ｽﾃｯﾌﾟ  

   50V ±125V  25V ｽﾃｯﾌﾟ  

   100V ±250V  50V ｽﾃｯﾌﾟ  

   250V  1V 125V ｽﾃｯﾌﾟ  

   

外部 入力ﾁｬﾈﾙ数 2 ﾁｬﾈﾙ 

ﾄﾘｶﾞ 入力信号 TTL ﾚﾍﾞﾙ 

ｱﾗｰﾑ出力 a 接点出力×1 ﾁｬﾈﾙ  * 設定ﾄﾘｶﾞ検出にてｱﾗｰﾑ出力を行う 

ｻﾝﾌﾟﾙ周波数 ﾚﾍﾞﾙ測定部：1msec  電圧測定部：1μsec 

表示速度 1msec/dot、10msec/dot、100msec/dot、1sec/dot、10sec/dot、50sec/dot 

100sec/dot、400sec/dot 

内蔵不揮発性ﾒﾓﾘ 1G ﾊﾞｲﾄ(測定ﾃﾞｰﾀ保存領域：約 350M ﾊﾞｲﾄ) 

ﾃﾞｰﾀ保存/保護 測定ﾃﾞｰﾀは不揮発性ﾒﾓﾘに保存 

測定中の給電断への対応の為、ﾊﾞｯﾃﾘを内蔵し、給電断によるﾊﾞｯﾃﾘ低下検出事

『警告』を行い、その後、測定を停止し測定ﾃﾞｰﾀの保存を行う 

外部ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ USB2.0×1 ﾎﾟｰﾄ 、 LAN(10BASE-T/100BASE-TX)×1 ﾎﾟｰﾄ 

電源 AC100V 50/60Hz (AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ：ADP-60WA による) 

性能保証 温度・湿度 温度：0℃～40℃ 湿度：20%～85% (結露無きこと) 

寸法・質量 寸法：約 W280×D245×H175mm  質量： 5kg 以下 

 

 

注意 

内蔵ﾊﾞｯﾃﾘは、測定中の瞬断や停電等の対策用ですので、測定の際には必ず指定の AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ(ADP-60WA)にて 

給電を行い測定を行ってください。 

 

内蔵ﾊﾞｯﾃﾘは、過充放電保護等の対策は行っておりますが、その特性上以下の点にご留意願います。 

(1) 保管の際には、装置主電源が OFF となっている事を確認の上保管してください。 

(2) 長期間保管される場合には、一定間隔(1 ヶ月程度)毎に通電をおこない、ﾊﾞｯﾃﾘの充電を実施してください。 

(3) ﾊﾞｯﾃﾘの寿命は、概ね 2 年となっております。 
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ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

本装置には内蔵不揮発性ﾒﾓﾘとして 1G ﾊﾞｲﾄのﾒﾓﾘを実装し約 350M ﾊﾞｲﾄを測定ﾃﾞｰﾀ保存領域としております。 

 

1 回の測定における測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの最大ｻｲｽﾞは各測定ﾓｰﾄﾞで概ね以下の通りです。 

 ・連続測定 ： 約 114M ﾊﾞｲﾄ 

 ・ﾄﾘｶﾞ測定  ： 約 114M ﾊﾞｲﾄ 

 

 

注意 

USB ﾎﾟｰﾄにUSB ﾒﾓﾘを挿入する事で、内蔵不揮発性ﾒﾓﾘに保存された測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを USB ﾒﾓﾘに転送可能です。 

使用可能な USB ﾒﾓﾘは“ｼﾝｸﾞﾙ･ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ”、“ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑ(ﾌｫｰﾏｯﾄ)が FAT32 または NTFS”となります。 
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5.5.5.5. 外観外観外観外観    

 

5.1.5.1.5.1.5.1. 前面前面前面前面    

             ①②           ④          ⑤     ③  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2.5.2.5.2.5.2. 上面上面上面上面    

                  ⑤                ④               ⑧   ⑨       ⑩     ⑪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           ⑦     ⑥             ⑫         ⑬       ⑭       ⑮ 

番号 名称 機能 

① 電源 LED 電源投入時点灯します。また、給電なしで内蔵ﾊﾞｯﾃﾘ枯渇時点滅となります。 

（緑色 LED） 

② 充電中 LED 内蔵ﾊﾞｯﾃﾘ充電中点灯します。(緑色 LED) 

③ LCD ﾊﾟﾈﾙ、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 大型 LCD とﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙで、測定結果の表示や設定操作を行います。 

④ ﾚﾍﾞﾙ計 CH1 測定端子 ﾚﾍﾞﾙ計 CH1 の測定端子です。 

⑤ ﾚﾍﾞﾙ計 CH2 測定端子 ﾚﾍﾞﾙ計 CH2 の測定端子です。 

⑥ 電圧計 CH1 測定端子 電圧計 CH1 の測定端子です。 

⑦ 電圧計 CH2 測定端子 電圧計 CH2 の測定端子です。 

⑧ ｱﾗｰﾑ出力端子 ｱﾗｰﾑ出力端子です。(a 接点出力) 

⑨ 外部ﾄﾘｶﾞ入力端子 外部ﾄﾘｶﾞ入力端子です。(TTL ﾚﾍﾞﾙ、赤側+極性) 

⑩ USB ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ USB ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで USB ﾒﾓﾘを接続可能です。 

⑪ LAN ﾎﾟｰﾄ LAN ﾎﾟｰﾄです。 

⑫ FG 端子 装置 FG 端子です。 

⑬ POWER(主電源ｽｲｯﾁ) 主電源ｽｲｯﾁです。 

⑭ AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ接続ｼﾞｬｯｸ AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ接続用ｼﾞｬｯｸです。指定 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ(ADP-60WA)以外は接続しないで 

ください。 

⑮ ﾋｭｰｽﾞ DC5A のﾋｭｰｽﾞを実装します。 

 

 

 

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

ｱﾗｰﾑ出力、外部ﾄﾘｶﾞ端子への配線はφ

1mm 程度の撚線を使用し、小さなﾏｲﾅｽﾄﾞ

ﾗｲﾊﾞ等でﾎﾞﾀﾝを押しながら線材を差し

込んでください。 

 

注意 

表示器には薄膜抵抗によるﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙが貼

り付けてあります。 

ｷｽﾞ等が付きますと正確な押し位置が検

出できなくなりますので操作の際はﾎﾞｰ

ﾙﾍﾟﾝ等の先の尖った物で操作しないで

ください。 

また、表示面へ工具等の落下の無い様注

意願います。 
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注意 

ﾚﾍﾞﾙ計のｸﾞﾗﾝﾄﾞ(G)端子は CH1,CH2 共通となっております。異なるｱｰｽへの接続は十分に留意してください。 

 

 

注意 

ﾚﾍﾞﾙ測定信号を入力する際はなるべく添付の測定ｹｰﾌﾞﾙを使用しｹｰﾌﾞﾙのｼｰﾙﾄﾞを取るようにして下さい。 

低ﾚﾍﾞﾙ信号測定時に測定値が不安定となる場合があります。 

 

 

注意 

被測定対象に応じて、FG および、ﾚﾍﾞﾙ計のｸﾞﾗﾝﾄﾞ(G)は適切に処置して下さい。 

特に低ﾚﾍﾞﾙの信号測定では外来ﾉｲｽﾞや電源ﾗｲﾝからの回り込みの影響を受けます。 

 

 

注意 

測定時に LAN ｹｰﾌﾞﾙを接続する場合は、LAN ｹｰﾌﾞﾙの引き回しに注意してください。 

電灯やﾊﾟｿｺﾝ等の OA 機器の近くを通しますと LAN ｹｰﾌﾞﾙに混入したﾉｲｽﾞにより測定誤差を生じます。 
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6.6.6.6. 機能説明機能説明機能説明機能説明    

 

 本装置にはﾚﾍﾞﾙ測定 2 ﾁｬﾈﾙ、電圧測定 2 ﾁｬﾈﾙの他、外部ﾄﾘｶﾞ(TTL 入力)2 ﾁｬﾈﾙを備え、多彩なﾄﾘｶﾞ(検出条件)設定により、

障害発生状態や履歴の管理が可能です。 

また、ﾄﾘｶﾞ検出時に外部装置へﾄﾘｶﾞ検出を通知する為のｱﾗｰﾑ出力を有しております。 

 

6.1.6.1.6.1.6.1. ﾚﾍﾞﾙ測定ﾚﾍﾞﾙ測定ﾚﾍﾞﾙ測定ﾚﾍﾞﾙ測定    

独立した 2 ﾁｬﾈﾙの音声帯域(300Hz～4kHz)のﾚﾍﾞﾙ測定回路を実装し、入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽは『600Ω』または、『HIGH』に設定可能で

す。記録ﾚﾍﾞﾙ幅や測定ﾚﾍﾞﾙ範囲および、ﾄﾘｶﾞ設定は各ﾁｬﾈﾙ毎に設定可能です。 

 

記録ﾚﾍﾞﾙ幅 測定ﾚﾍﾞﾙ範囲 分解能 記録ﾚﾍﾞﾙ設定範囲 

10dB -70dBm～+10dBm 0.1dB -70dBm～+10dBm の範囲を 1dB ｽﾃｯﾌﾟにて設定可能 

25dB    

50dB   -70dBm～+10dBm の範囲を 1dB ｽﾃｯﾌﾟにて設定可能 

 

 

注意 

ﾚﾍﾞﾙ計の入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽは電源 OFF 時は『HIGH』としておりますが、起動後、ﾁｬﾈﾙ設定に応じて切り替えておりま

す。運用中の回線への接続の際は装置起動後、ﾁｬﾈﾙ設定または測定画面にてｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ設定内容を確認後、被

測定回線への接続を行ってください。 

 

6.2.6.2.6.2.6.2. 電圧測定電圧測定電圧測定電圧測定    

 独立した 2 ﾁｬﾈﾙの電圧測定回路を実装しており、入力抵抗は 1M 以上、測定範囲は±250V となっております。 

記録電圧幅、測定電圧範囲および、ﾄﾘｶﾞ設定は各ﾁｬﾈﾙ毎に設定可能です。 

 

記録電圧幅 測定電圧範囲 分解

能 

記録ﾚﾍﾞﾙ設定範囲 

2V ±5V 0.01V ±5V の範囲を 1V ｽﾃｯﾌﾟにて設定可能 

5V ±12.5V  ±12.5V の範囲を 1V ｽﾃｯﾌﾟにて設定可能 

10V ±25V  ±25V の範囲を 5V ｽﾃｯﾌﾟにて設定可能 

20V ±50V 0.1V ±50V の範囲を 10V ｽﾃｯﾌﾟにて設定可能 

50V ±125V  ±125V の範囲を 25V ｽﾃｯﾌﾟにて設定可能 

100V ±250V  ±250V の範囲を 50V ｽﾃｯﾌﾟにて設定可能 

250V ±250V 1V ±250V の範囲を 125V ｽﾃｯﾌﾟにて設定可能 

 

 

注意 

電圧測定回路の絶対最大入力電圧は±350VDC です、絶対最大入力電圧を超える電圧を印可すると測定回路が

壊れますので、絶対最大入力電圧を超える電圧の印可を行わない様に留意ください。 

 

6.3.6.3.6.3.6.3. 外部ﾄﾘｶﾞ外部ﾄﾘｶﾞ外部ﾄﾘｶﾞ外部ﾄﾘｶﾞ    

 TTL ﾚﾍﾞﾙの外部ﾄﾘｶﾞ入力を 2 ﾁｬﾈﾙ実装しています。TTL ﾊｲﾚﾍﾞﾙ(2.5V 以上)でﾄﾘｶﾞ発生となり、ﾛｰﾚﾍﾞﾙで解除となります。 

装置の警報出力等発生時の信号ﾚﾍﾞﾙや給電電圧監視に使用します。 

 

 

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

外部ﾄﾘｶﾞによるﾄﾘｶﾞ発生はTTL ﾛｰﾚﾍﾞﾙ→ﾊｲﾚﾍﾞﾙの変化点で検出となり、TTL ﾊｲﾚﾍﾞﾙ→ﾛｰﾚﾍﾞﾙの変化点で解

除となります。外部ﾄﾘｶﾞの入力にはﾁｬﾀﾘﾝｸﾞ防止の為、20msec の継続ﾀｲﾏを実装しております。 
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6.4.6.4.6.4.6.4. 測定ﾓｰﾄﾞ測定ﾓｰﾄﾞ測定ﾓｰﾄﾞ測定ﾓｰﾄﾞ    

測定ﾓｰﾄﾞとして『連続測定』、『ﾄﾘｶﾞ測定』の 2 つがあり、測定内容は障害の発生状況等に応じ測定ﾓｰﾄﾞの設定を行い使用して

ください。 

 

6.4.1.6.4.1.6.4.1.6.4.1. 連続測定連続測定連続測定連続測定    

測定開始から停止までの測定ﾃﾞｰﾀの記録を行います。 

『ﾚﾍﾞﾙや電圧変動の様子の確認』や、『ﾄﾘｶﾞ設定が出来ない』、『障害発生時の状況が不明である』等の場合に使用します。 

 

 

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

連続測定時間は、内部ﾒﾓﾘの空き容量量や表示速度(ﾃﾞｰﾀ記録速度)の設定によりますが、 

最大で 13,888 日 21 時間 20 分の連続測定が可能です。 

 

6.4.2.6.4.2.6.4.2.6.4.2. ﾄﾘｶﾞﾄﾘｶﾞﾄﾘｶﾞﾄﾘｶﾞ測定測定測定測定    

設定されたﾄﾘｶﾞ条件検出時のﾃﾞｰﾀのみ記録します。 

『不定期に発生する障害を長期に渡り監視する』等の場合に使用します。 

 

 

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

ﾄﾘｶﾞ測定における連続測定可能時間は、ﾄﾘｶﾞ検出回数と 1 ﾄﾘｶﾞあたりの取込継続画面数設定によりますが、 

最大でﾄﾘｶﾞ検出数 10,000 件の記録が可能です。 

 

 

注意 

ﾄﾘｶﾞ条件を全て『使用しない』に設定したり、測定中に設定したﾄﾘｶﾞ条件を検出しなかった場合は、測定ﾃﾞｰﾀは保存

されません。 

 

6.5.6.5.6.5.6.5. 表示速度表示速度表示速度表示速度    

表示速度は、右表の 8 種類から設定可能です。 

表示速度は表示 1dot の描画時間で、ﾃﾞｰﾀの集約時間と 

なります。 

 

測定は、表示速度の設定にかかわらず 

 ﾚﾍﾞﾙ測定 = 1msec ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ 

 電圧計   = 1μsec ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ 

で、これを表示速度の時間で平均値、最大値、最小値に 

集約します。 

 

 

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

測定値は『表示速度』で設定された時間単位で 

集約(平均値、最大値、最小値の算出)されます。 

例えば、表示速度を 100msec/dot とした場合 

100msec 間毎に平均値、最大値、最小値に集約し 

保存されます。 

 

測定周期(ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ)は表示速度の設定にかかわらず、ﾚﾍﾞﾙ計は 1msec 周期、電圧計は 1μsec 周期でｻﾝﾌﾟﾘﾝ

ｸﾞしておりますので、表示速度を 100msc/dot とした場合、ﾚﾍﾞﾙ計は 100 ｻﾝﾌﾟﾙ、電圧計は 10 万ｻﾝﾌﾟﾙのﾃﾞｰﾀ

を集約し平均値、最大値、最小値として保存されますので、表示速度を遅くしても瞬断などの検出も可能です。 

 

表示速度 1 画面の表示時間 最大測定時間 

1msec/dot 300m 秒 50 分 

10msec/dot 3 秒 8 時間 20 分 

100msec/dot 30 秒 3 日 11 時間 20 分 

1sec/dot 5 分 34 日 17 時間 20 分 

10sec/dot 50 分 347 日 5 時間 20 分 

50sec/dot 4 時間 10 分 1,736 日 2 時間 40 分 

100sec/dot 8 時間 20 分 3,472 日 5 時間 20 分 

400sec/dot 33 時間 20 分 13,888 日 21 時間 20 分 
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6.6.6.6.6.6.6.6. 測定ﾃﾞｰﾀの測定ﾃﾞｰﾀの測定ﾃﾞｰﾀの測定ﾃﾞｰﾀのｸﾞﾗﾌ表示ｸﾞﾗﾌ表示ｸﾞﾗﾌ表示ｸﾞﾗﾌ表示    

 測定のｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度は表示速度の設定にかかわらず一定（ﾚﾍﾞﾙ測定：1msec 周期、電圧測定：1μsec）です。 

 一定の周期でｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞされた測定ﾃﾞｰﾀは表示速度の設定周期で集約（平均値、最大値、最小値 を算出）されｸﾞﾗﾌ表示および、 

 ﾃﾞｰﾀ保存されます。 

 

 ｸﾞﾗﾌは以下の様に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

ﾉｲｽﾞの多い回線等の測定では平均値のみを表示する事で、信号ﾚﾍﾞﾙの変動が読み取れます。 

また、表示速度に関係なくｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度は一定ですので、瞬断等発生も見逃しません。 

 

6.7.6.7.6.7.6.7. ｱﾗｰﾑ出力ｱﾗｰﾑ出力ｱﾗｰﾑ出力ｱﾗｰﾑ出力    

ﾄﾘｶﾞ条件検出時にｱﾗｰﾑ出力端子(a 接点)を ON(ﾒｰｸ)します。 

 

 

注意 

接点の動作速度により、ﾄﾘｶﾞ条件が 10msec 以上継続しなかった場合は確認できない場合があります。 

接点への印可電圧は 10V/100mA 以内として下さい。 

 

 

 

 

最大値

平均値

最小値

 

薄緑は最大値、最小値を結んだ線になります。 

濃緑は平均値を示します。 

 

他の測定ﾁｬﾈﾙの表示も同様となります。 
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7.7.7.7. 操作説明操作説明操作説明操作説明    

 

7.1.7.1.7.1.7.1. 電源電源電源電源    

本装置は AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ(ADP-60WA)により AC100V にて動作します。 

 

 

注意 

AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ(ADP-60WA)以外の AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀのご使用は、本体の破損や故障の原因となりますので絶対に行わない 

でください。 

 

 

7.1.1.7.1.1.7.1.1.7.1.1. ACACACAC ｱﾀﾞﾌﾟﾀの接続と電源投入ｱﾀﾞﾌﾟﾀの接続と電源投入ｱﾀﾞﾌﾟﾀの接続と電源投入ｱﾀﾞﾌﾟﾀの接続と電源投入    

AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ用ｼﾞｬｯｸに AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀを接続し電源ｽｲｯﾁを ON してください、 

OS 及び各種ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ起動表示後、ﾒﾆｭｰ画面となります。 

 

 

7.1.2.7.1.2.7.1.2.7.1.2. 電源電源電源電源 OFFOFFOFFOFF    

  電源ｽｲｯﾁの OFF はﾒﾆｭｰ画面に戻ってから行ってください。 

 

 

注意 

装置起動中や測定中、測定終了後のﾃﾞｰﾀ保存中に電源を OFF としますと、保存ﾃﾞｰﾀやｼｽﾃﾑﾌｧｲﾙ等が破損 

する可能性があります。 

 

 

注意 

ﾋｭｰｽﾞを交換する際は、DC5A の物を使用ください。 

また、交換の際は必ず電源 OFF とした状態で交換を行ってください。 

 

 

 

 

電源ｽｲｯﾁ AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ用ｼﾞｬｯｸ ﾋｭｰｽﾞ 
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7.2.7.2.7.2.7.2. ﾒﾆｭｰﾒﾆｭｰﾒﾆｭｰﾒﾆｭｰ    

電源投入後の初期表示となります。 

『連続測定』、『ﾄﾘｶﾞ測定』、『ﾁｬﾈﾙ設定』、『ﾒﾝﾃﾅﾝｽ』、『ｼｽﾃﾑ設定』、『装置状態』の各ﾎﾞﾀﾝより操作を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称 機能 

① 連続測定 測定画面：連続測定ﾓｰﾄﾞ に移行します。 

 各測定ﾁｬﾈﾙの設定に応じた連続測定が可能です。 

② ﾄﾘｶﾞ測定 測定画面：ﾄﾘｶﾞ測定ﾓｰﾄﾞ に移行します。 

 設定されたﾄﾘｶﾞ条件に応じた測定が可能です。 

③ ﾁｬﾈﾙ設定 ﾁｬﾈﾙ設定画面に移行します。 

 各測定ﾁｬﾈﾙの測定設定、表示速度および、ﾄﾘｶﾞ条件の設定を行います。 

④ ﾌｧｲﾙ読込 ﾌｧｲﾙ読込(本体に保存されている測定ﾌｧｲﾙの読込選択)画面に移行します。 

 保存されている測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを読込表示します。 

⑤ ﾒﾝﾃﾅﾝｽ ﾒﾝﾃﾅﾝｽ画面に移行します。 

 測定ﾃﾞｰﾀの管理や、装置保守(ﾃﾞｨｽｸﾁｪｯｸ、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ補正等)を行います。 

⑥ ｼｽﾃﾑ設定 ｼｽﾃﾑ設定画面に移行します。 

 時刻設定やﾌﾞｻﾞｰ鳴動設定および、ﾈｯﾄﾜｰｸ設定を行います。 

⑦ 装置状態 装置状態ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開きます。 

 装置のﾈｯﾄﾜｰｸ登録状態の確認が可能です。 

⑧ ﾓﾆﾀ設定 ﾓﾆﾀ設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開きます。 

 ﾓﾆﾀｽﾋﾟｰｶの設定が可能です。 

 

 

 

 

①連続測定 

②ﾄﾘｶﾞ測定 

③ﾁｬﾈﾙ設定 

④ﾌｧｲﾙ読込 

⑤ﾒﾝﾃﾅﾝｽ ⑥ｼｽﾃﾑ設定 ⑦装置状態 ⑧ﾓﾆﾀ設定 
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7.3.7.3.7.3.7.3. ｼｽﾃﾑ設定ｼｽﾃﾑ設定ｼｽﾃﾑ設定ｼｽﾃﾑ設定    

装置のｼｽﾃﾑ設定として以下の設定が可能です。 

項目 内容 

時刻設定 装置のｼｽﾃﾑ時計の設定を行います。 

・ｼｽﾃﾑ時計は測定時におけるﾀｲﾑスタンプの基準となる日付時刻なので、測定前に確認、設定を 

 行ってください。 

・ｼｽﾃﾑ時計の設定方法は手動設定とﾈｯﾄﾜｰｸを利用したﾈｯﾄﾜｰｸ･ﾀｲﾑ･ﾌﾟﾛﾄｺﾙ(NTP)による設定が 

 可能です。 

ﾌﾞｻﾞｰ設定 操作時におけるﾌﾞｻﾞｰ鳴動の設定を行います。 

ﾈｯﾄﾜｰｸ設定 装置をﾈｯﾄﾜｰｸに接続する際の IP ｱﾄﾞﾚｽの設定を行います。 

 

7.3.1.7.3.1.7.3.1.7.3.1. 時刻設定時刻設定時刻設定時刻設定    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称 機能 

① 手動設定 日付時刻を登録し設定します。 

② NTP による自動設定 ﾈｯﾄﾜｰｸ上のｻｰﾊﾞから時刻情報を取得します 

③ 設定 設定変更の更新を行います。 

更新される情報は ﾌﾞｻﾞｰ鳴動設定とﾈｯﾄﾜｰｸ設定になります。 

④ ｷｬﾝｾﾙ 設定を更新せず、ﾒﾆｭｰに戻ります。 

⑤ ﾌﾞｻﾞｰ設定 ﾌﾞｻﾞｰ鳴動設定ﾀﾌﾞに切り替えます。 

⑥ ﾈｯﾄﾜｰｸ設定 ﾈｯﾄﾜｰｸ設定ﾀﾌﾞに切り替えます。 

 

①手動設定 

②NTP による 

 自動設定 

③設定 ④ｷｬﾝｾﾙ 

 

⑤ﾌﾞｻﾞｰ設定 ⑥ﾈｯﾄﾜｰｸ設定 
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7.3.1.1.7.3.1.1.7.3.1.1.7.3.1.1. 手動設定手動設定手動設定手動設定    

 手動での時刻設定は以下の手順で行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) 日付時刻 ﾃｷｽﾄﾎﾞｯｸｽ から変更したい箇所を選びます。 

 (2) 数値を入力し入力終了にて変更箇所を登録します。 

 (3) 全ての変更箇所を設定した後、設定ｷｰ押下します。 

 (4) 確認ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されるので OK にて設定を完了します。 

 

 

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

設定した日付時刻のｼｽﾃﾑへの設定ﾀｲﾐﾝｸﾞは確認ﾀﾞｲｱﾛｸﾞにて OK ｷｰが押下された瞬間となります。 

 

 

注意 

日付時刻は測定ﾃﾞｰﾀのﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟの基準となります。 

測定前に日付時刻があっている事を確認してください。 

 

 

注意 

日付時刻設定の値判定は、入力された桁単位で行いますので、2 月 31 日等の設定も可能となっています 

ので、設定の際は注意願います。 

 

 

 



ＤＬＲ－２０３ 多機能レベル変動記録計 

 

 Oi Electric                                                        ＨＡＭ０２６３９ 

14 

 

7.3.1.2.7.3.1.2.7.3.1.2.7.3.1.2. NTPNTPNTPNTP による自動設定による自動設定による自動設定による自動設定    

 NTP(ﾈｯﾄﾜｰｸ･ﾀｲﾑ･ﾌﾟﾛﾄｺﾙ)により、ﾈｯﾄﾜｰｸｻｰﾊﾞから時刻情報を取得し設定します。 

 

 【 IP ｱﾄﾞﾚｽ指定による自動設定 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) IP ｱﾄﾞﾚｽ指定を選択し、ｻｰﾊﾞｰの IP ｱﾄﾞﾚｽを登録します。 

 (2) IP ｱﾄﾞﾚｽ設定後、NTP 同期実施ｷｰ押下にてｻｰﾊﾞｰからの時刻情報を取得します。 

 

 

 【 FQDN 指定による自動設定 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) FQDN 指定を選択し、同期を行う NTP ｻｰﾊﾞｰを選択します。 

 (2) NTP ｻｰﾊﾞ設定後、NTP 同期実施ｷｰ押下にてｻｰﾊﾞｰからの時刻情報を取得します。 

 

 

注意 

NTP による自動設定を行うには、ﾈｯﾄﾜｰｸに接続されている必要があります。 

FQDN 指定により NTP ｻｰﾊﾞと同期する為には公衆ﾈｯﾄﾜｰｸへのｱｸｾｽが必要となります。 

 

ﾈｯﾄﾜｰｸ設定に関しましては、接続するﾈｯﾄﾜｰｸの管理者にご相談ください。 

 

 

注意 

時刻取得は『NTP 同期実施』押下後、1 回のみ時刻ﾃﾞｰﾀの取得を行います。 

 

 

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ・ﾘｽﾄはﾘｽﾄ押下状態でﾘｽﾄ一覧が表示されますので、そのまま(押下状態で)選択位置まで移動し離

すと確定となります。 
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7.3.1.3.7.3.1.3.7.3.1.3.7.3.1.3. ﾌﾞｻﾞｰ設定ﾌﾞｻﾞｰ設定ﾌﾞｻﾞｰ設定ﾌﾞｻﾞｰ設定    

 操作時のﾌﾞｻﾞｰ鳴動を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称 機能 

① ﾌﾞｻﾞｰ音 ON/OFF 

ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ･ﾘｽﾄ 

操作時のﾌﾞｻﾞｰ音の ON/OFF の設定を変更します。 

② 設定 変更内容を設定しﾒﾆｭｰ画面に遷移します。 

③ ｷｬﾝｾﾙ 変更内容を破棄し、ﾒﾆｭｰ画面に遷移します。 

④ 時刻設定 時刻設定ﾀﾌﾞに切り替えます。 

⑤ ﾈｯﾄﾜｰｸ設定 ﾈｯﾄﾜｰｸ設定ﾀﾌﾞに切り替えます。 

 

 

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ・ﾘｽﾄはﾘｽﾄ押下状態でﾘｽﾄ一覧が表示されますので、そのまま(押下状態で)選択位置まで移動し離

すと確定となります。 

 

 

①ﾌﾞｻﾞｰ音 ON/OFF 

 ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ･ﾘｽﾄ 

②設定 ③ｷｬﾝｾﾙ 

④時刻設定 ⑤ﾈｯﾄﾜｰｸ設定 
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7.3.1.4.7.3.1.4.7.3.1.4.7.3.1.4. ﾈｯﾄﾜｰｸ設定ﾈｯﾄﾜｰｸ設定ﾈｯﾄﾜｰｸ設定ﾈｯﾄﾜｰｸ設定    

 装置のﾈｯﾄﾜｰｸ設定を行います。 

 ﾈｯﾄﾜｰｸ設定は DHCP(ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ･ﾎｽﾄ･ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝ･ﾌﾟﾛﾄｺﾙ)による自動取得と、ﾕｻﾞｰによる固定設定が可能ですので、 

 接続するﾈｯﾄﾜｰｸに応じ選択、設定を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称 機能 

① 自動設定 DHCP による自動設定の更新を行います。 

② ﾕｻﾞｰ設定 ﾕｻﾞｰによる設定の更新を行います。 

③ 設定 設定変更の更新を行います。 

更新される情報は ﾌﾞｻﾞｰ鳴動設定とﾈｯﾄﾜｰｸ設定になります。 

④ ｷｬﾝｾﾙ 設定を更新せず、ﾒﾆｭｰに戻ります。 

⑤ 時刻設定 時刻設定ﾀﾌﾞに切り替えます。 

⑥ ﾌﾞｻﾞｰ設定 ﾌﾞｻﾞｰ鳴動設定ﾀﾌﾞに切り替えます。 

 

 

 

注意 

誤った設定でﾈｯﾄﾜｰｸに接続しますとﾈｯﾄﾜｰｸに障害を与えますので、ﾈｯﾄﾜｰｸへの接続に際しては 

接続するﾈｯﾄﾜｰｸの管理者にご相談ください。 

 

 

注意 

ﾈｯﾄﾜｰｸ設定は接続するﾈｯﾄﾜｰｸに応じた設定が必要となりますので、装置をﾈｯﾄﾜｰｸに接続する 

際は、接続するﾈｯﾄﾜｰｸの管理者にご相談ください。 

 

 

 

 

①IP ｱﾄﾞﾚｽを自動取得 

 (DHCP) 

②ﾕｻﾞｰ設定 

③設定 ④ｷｬﾝｾﾙ 

⑤時刻設定 ⑥ﾌﾞｻﾞｰ設定 
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7.4.7.4.7.4.7.4. ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾒﾝﾃﾅﾝｽﾒﾝﾃﾅﾝｽﾒﾝﾃﾅﾝｽ    

 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ画面では測定ﾃﾞｰﾀの管理(ﾌｧｲﾙ転送、ﾌｧｲﾙ削除、ｴｸｽﾎﾟｰﾄ)および、装置保守機能(ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ、ﾃﾞｨｽｸﾁｪｯｸ、ﾀｯﾁﾊﾟ

ﾈﾙ補正、装置再起動)を起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称 機能 

① ﾌｧｲﾙ転送 ﾌｧｲﾙ転送画面に移行します。 

 測定ﾃﾞｰﾀを USB ﾒﾓﾘなどに転送します。 

② ﾌｧｲﾙ削除 ﾌｧｲﾙ削除画面に移行します。 

 測定ﾃﾞｰﾀを内部ﾒﾓﾘ(CF ｶｰﾄﾞ)から削除します。 

③ ｴｸｽﾎﾟｰﾄ ｴｸｽﾎﾟｰﾄ画面に移行します。 

 測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを CSV 形式に変換します。 

④ ﾋﾝﾄ 測定ﾃﾞｰﾀ管理に関する説明用ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開きます。 

⑤ ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ画面に移行します。 

 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ等のﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟに使用します。 

⑥ ﾃﾞｨｽｸﾁｪｯｸ ﾃﾞｨｽｸﾁｪｯｸ用ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開きます。 

 内蔵ﾒﾓﾘのﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝのﾁｪｯｸ、修復を行います。 

⑦ ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ補正 ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ補正画面に移行します。 

 ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙの座標補正を実施します。 

⑧ 装置再起動 装置を再起動(ﾘﾌﾞｰﾄ)します。 

 ﾌｧｲﾙ削除、ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟおよびﾈｯﾄﾜｰｸの設定等を変更した場合、再起動を実施下さい。 

⑨ ﾋﾝﾄ 保守に関する説明用ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開きます。 

⑩ 戻る ﾒﾆｭｰ画面に戻ります。 

 

 

 

測定ﾃﾞｰﾀ管理 

 ①ﾌｧｲﾙ転送 

 ②ﾌｧｲﾙ削除 

 ③ｴｸｽﾎﾟｰﾄ 

④ﾋﾝﾄ 

保守 

 ⑤ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ 

 ⑥ﾃﾞｨｽｸﾁｪｯｸ 

 ⑦ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ補正 

 ⑧装置再起動 

⑨ﾋﾝﾄ 

⑩戻る 
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7.4.1.7.4.1.7.4.1.7.4.1. ﾌｧｲﾙ転送ﾌｧｲﾙ転送ﾌｧｲﾙ転送ﾌｧｲﾙ転送    

 本体に保存された測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを USB ﾎﾟｰﾄに接続された USB ﾒﾓﾘに転送します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称 機能 

① ﾌｧｲﾙ選択 転送を行う測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを選択します。 

押下にて 転送ﾌｧｲﾙ選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ が表示されます。 

② ﾌｫﾙﾀﾞ選択 転送先ﾌｫﾙﾀﾞの選択を行います。 

押下にて 転送先ﾌｫﾙﾀﾞ選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ が表示されます。 

③ 転送 押下にて測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの転送が行われます。 

④ 戻る ﾒﾝﾃﾅﾝｽ画面に戻ります。 

 

 

①ﾌｧｲﾙ選択 

②ﾌｫﾙﾀﾞ選択 

③転送 ④戻る 
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7.4.1.1.7.4.1.1.7.4.1.1.7.4.1.1. ﾌｧｲﾙ選択ﾌｧｲﾙ選択ﾌｧｲﾙ選択ﾌｧｲﾙ選択    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称 機能 

① 選択用ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 転送を行うﾌｧｲﾙを選択します。 

選択位置に レ (ﾁｪｯｸ)を行います。 

② 全てのﾌｧｲﾙを選択 保存されている全ての測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを選択します。 

③ ｽｸﾛｰﾙｷｰ ｽｸﾛｰﾙを行います。 

④ 選択終了 選択を終了して ﾌｧｲﾙ転送画面 に戻ります。 

⑤ 戻る 選択をｷｬﾝｾﾙし ﾌｧｲﾙ転送画面 に戻ります。 

 

7.4.1.2.7.4.1.2.7.4.1.2.7.4.1.2. ﾌｫﾙﾀﾞ選択ﾌｫﾙﾀﾞ選択ﾌｫﾙﾀﾞ選択ﾌｫﾙﾀﾞ選択    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称 機能 

① 転送場所選択 転送先のﾄﾞﾗｲﾌﾞを選択します。 

USB ﾒﾓﾘ：USB ﾎﾟｰﾄに接続されたﾒﾓﾘ  CF ｶｰﾄﾞ：内蔵ﾄﾞﾗｲﾌﾞ 

② ﾌｫﾙﾀﾞ選択 転送先のﾌｫﾙﾀﾞを選択します。 

③ ｽｸﾛｰﾙｷｰ ｽｸﾛｰﾙします。 

④ 選択 選択を終了して ﾌｧｲﾙ転送画面 に戻ります。 

⑤ 戻る 選択をｷｬﾝｾﾙし ﾌｧｲﾙ転送画面 に戻ります。 

 

 

①選択用 

 ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 

②全てのﾌｧｲﾙを 

 選択 

③ｽｸﾛｰﾙｷｰ 

④選択終了 
⑤戻る 

 

②ﾌｫﾙﾀﾞ選択 

①転送場所 

④選択 

③ｽｸﾛｰﾙｷｰ 

⑤戻る 
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7.4.2.7.4.2.7.4.2.7.4.2. ﾌｧｲﾙ削除ﾌｧｲﾙ削除ﾌｧｲﾙ削除ﾌｧｲﾙ削除    

 本体に保存された測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの削除を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称 機能 

① 選択用ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 削除を行うﾌｧｲﾙを選択します。 

選択位置に レ (ﾁｪｯｸ)を行います。 

② 全てのﾌｧｲﾙを選択 保存されている全ての測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを選択します。 

③ ｽｸﾛｰﾙｷｰ ｽｸﾛｰﾙを行います。 

④ 削除 確認用ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開き、OK にて選択された測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの削除を行います。 

⑤ 戻る 選択をｷｬﾝｾﾙし ﾌｧｲﾙ転送画面 に戻ります。 

 

 

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

本体に保存されている測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙは定期的に USB ﾒﾓﾘ等に転送し、削除する様にして下さい。 

 

 

①選択用 

 ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 

③ｽｸﾛｰﾙｷｰ 

④削除 

⑤戻る 

②全てのﾌｧｲﾙを 

 選択 
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7.4.3.7.4.3.7.4.3.7.4.3. ｴｸｽﾎﾟｰﾄｴｸｽﾎﾟｰﾄｴｸｽﾎﾟｰﾄｴｸｽﾎﾟｰﾄ    

 本体に保存されている測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを CSV 形式ﾌｧｲﾙに変換します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称 機能 

① 変換元ﾌｧｲﾙ選択 変換を行う測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを選択します。 

② 詳細 選択した 変換元ﾌｧｲﾙの詳細情報(測定ﾓｰﾄﾞや設定等)の確認用ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開きます。 

③ 変換先ﾌｫﾙﾀﾞ選択 変換先ﾌｫﾙﾀﾞ選択用ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開きます。 

④ 転送 CSV 形式への変換、転送を開始します。 

⑤ 戻る 設定をｷｬﾝｾﾙしﾒﾝﾃﾅﾝｽ画面へ戻ります。 

 

 

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

本体に保存されている測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを表計算ｿﾌﾄ等で編集する場合そのままでは開くことはできません。ｴｸｽ

ﾎﾟｰﾄ機能を使用し CSV 形式ﾌｧｲﾙに変換してから表計算ｿﾌﾄ等で読込し編集してください。 

 

 

①変換元ﾌｧｲﾙ選択 

②詳細 

③転送先ﾌｫﾙﾀﾞ選択 

④転送 ⑤戻る 
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7.4.3.1.7.4.3.1.7.4.3.1.7.4.3.1. 変換元ﾌｧｲﾙ選択変換元ﾌｧｲﾙ選択変換元ﾌｧｲﾙ選択変換元ﾌｧｲﾙ選択    

 変換を行うﾌｧｲﾙを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

連続測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ（dl3） ﾄﾘｶﾞ測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ（dl2） 

連続測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙは 30,000 ﾃﾞｰﾀ毎に分割されてい

ますので、検出時刻=ﾃﾞｰﾀの先頭時間を参考にﾃﾞｰﾀ

の選択を行い 決定 ｷｰ押下にて確定してください。 

 

□全てのﾌｧｲﾙを選択 にレ(ﾁｪｯｸ)を行いますと、

全ﾃﾞｰﾀが選択されます。 

ﾄﾘｶﾞ測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙはﾄﾘｶﾞ毎に分割されていますの

で、変換を行うﾄﾘｶﾞ履歴の選択を行い 決定 ｷｰ押下

にて確定してください。 

 

□全てのﾌｧｲﾙを選択 にレ(ﾁｪｯｸ)を行いますと、

全ﾃﾞｰﾀが選択されます。 
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7.4.3.2.7.4.3.2.7.4.3.2.7.4.3.2. 詳細詳細詳細詳細    

 ｴｸｽﾎﾟｰﾄ(CSV 変換)を行う測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの詳細情報を表示します。 

 

 【連続測定ﾌｧｲﾙ の詳細情報】                      【ﾄﾘｶﾞ測定ﾌｧｲﾙ の詳細情報】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.4.3.3.7.4.3.3.7.4.3.3.7.4.3.3. 転送先ﾌｫﾙﾀﾞ選択転送先ﾌｫﾙﾀﾞ選択転送先ﾌｫﾙﾀﾞ選択転送先ﾌｫﾙﾀﾞ選択    

 ｴｸｽﾎﾟｰﾄ(CSV 変換)後のﾃﾞｰﾀの保存ﾌｫﾙﾀﾞを設定します。 

 USB ﾎﾟｰﾄに接続した USB ﾒﾓﾘに転送可能ですので、USB ﾒﾓﾘの転送しﾊﾟｿｺﾝの表計算ｿﾌﾄ等で処理してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＤＬＲ－２０３ 多機能レベル変動記録計 

 

 Oi Electric                                                        ＨＡＭ０２６３９ 

24 

 

7.4.4.7.4.4.7.4.4.7.4.4. 保守機能保守機能保守機能保守機能    

 装置の保守の為の機能です。 

7.4.4.1.7.4.4.1.7.4.4.1.7.4.4.1. ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ    

 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟの際に使用します。 

 

注意 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟが必要になった場合、弊社よりﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟﾌｧｲﾙの提供と手順の案内を 

させて頂きます。 

 

7.4.4.2.7.4.4.2.7.4.4.2.7.4.4.2. ﾃﾞｨｽｸﾁｪｯｸﾃﾞｨｽｸﾁｪｯｸﾃﾞｨｽｸﾁｪｯｸﾃﾞｨｽｸﾁｪｯｸ    

 内蔵ﾃﾞｨｽｸ(CF ｶｰﾄﾞ)のﾁｪｯｸを行います。 

  

注意 

ﾁｪｯｸ中は、測定ﾃﾞｰﾀの退避等を行いﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑの再構築が行われます。 

完了まで電源を切らない様に注意願います。 

 

7.4.4.3.7.4.4.3.7.4.4.3.7.4.4.3. ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ補正ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ補正ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ補正ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ補正    

 ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙの座標補正を行います。 

 起動後表示される赤十字の中点を４カ所押下し座標の補正を行います。 

 

7.4.4.4.7.4.4.4.7.4.4.4.7.4.4.4. 装置再起動装置再起動装置再起動装置再起動    

 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの再起動を行います。 

 各種ﾒﾝﾃﾅﾝｽ実施後、再起動を行ってください。 
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7.5.7.5.7.5.7.5. ﾁｬﾈﾙﾁｬﾈﾙﾁｬﾈﾙﾁｬﾈﾙ設定設定設定設定    

 測定設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称 機能 

① ﾚﾍﾞﾙ測定 設定 ﾚﾍﾞﾙ測定 CH1、CH2 の使用する(600Ω終端/HIGH)または、使用しない を設定します。 

② 電圧測定 設定 電圧測定 CH1、CH2 の使用する、または使用しない を設定します。 

③ 表示速度 設定 表示速度の設定を行います。 

④ 詳細設定 ﾚﾍﾞﾙ測定、電圧測定の各ﾁｬﾈﾙのﾁｬﾈﾙ詳細設定画面に進みます。 

⑤ 設定終了 設定内容を保存しﾒﾆｭｰ画面に戻ります。 

⑥ ｷｬﾝｾﾙ 設定を破棄しﾒﾆｭｰ画面に戻ります。 

 

 

⑤設定終了 

①ﾚﾍﾞﾙ測定 設定 

②電圧測定 設定 

③表示速度 設定 

④詳細設定 

⑥ｷｬﾝｾﾙ 
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7.5.1.7.5.1.7.5.1.7.5.1. ﾁｬﾈﾙﾁｬﾈﾙﾁｬﾈﾙﾁｬﾈﾙ詳細設定詳細設定詳細設定詳細設定    

 測定ﾁｬﾈﾙのﾚﾝｼﾞ幅、測定範囲および、ｺﾒﾝﾄを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称 機能 

① 設定ﾁｬﾈﾙ切替ﾀﾌﾞ 設定を行うﾁｬﾈﾙを切り替えます。 

② ﾚﾝｼﾞ幅 測定ﾚﾝｼﾞ幅を設定します。 

③ 測定範囲 測定範囲を設定します。 

④ ｺﾒﾝﾄ ｺﾒﾝﾄを入力します。 

押下すると、ｺﾒﾝﾄ入力用のｷｰﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示され英数字、ｶﾅ、記号の入力が可能です。 

⑤ 現測定値 現測定値が表示されます。 

ｸﾞﾗﾌには、測定範囲(薄いｸﾞﾚｰ)と現測定値（青）が表示されますので、確認しながら設定可

能です。 

⑥ 設定終了 設定を保存しﾒﾆｭｰ画面に戻ります。 

⑦ 戻る ﾁｬﾈﾙ設定画面に戻ります。 

⑧ ﾄﾘｶﾞ設定 ﾄﾘｶﾞ設定に進みます。 

⑨ ｷｬﾝｾﾙ 設定を破棄してﾒﾆｭｰ画面に戻ります。 

 

 

 

①設定ﾁｬﾈﾙ切替ﾀﾌﾞ 

②ﾚﾝｼﾞ幅 

③測定範囲 

④ｺﾒﾝﾄ 

⑤現測定値 

⑥設定終了 

⑦戻る 

⑧ﾄﾘｶﾞ設定 

⑨ｷｬﾝｾﾙ 

①設定ﾁｬﾈﾙ切替ﾀﾌﾞ 

②ﾚﾝｼﾞ幅 

③測定範囲 

④ｺﾒﾝﾄ 

⑤現測定値 

⑥設定終了 

⑦戻る 

⑧ﾄﾘｶﾞ設定 

⑨ｷｬﾝｾﾙ 
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ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

ｺﾒﾝﾄは測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙに保存されますので、後でﾃﾞｰﾀを確認する際に判りやすい内容での入力をお勧めしま

す。 

 

  

注意 

測定範囲外の現測定値は、各測定ﾚﾝｼﾞの上限、下限までしか測定値として表示できませんので 

測定範囲を変更し、測定範囲内である事を確認の上設定してください。 
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7.5.2.7.5.2.7.5.2.7.5.2. ﾄﾘｶﾞ設定ﾄﾘｶﾞ設定ﾄﾘｶﾞ設定ﾄﾘｶﾞ設定    

 ﾄﾘｶﾞ条件を設定します。 

 

              【ﾚﾍﾞﾙ CH1 ﾀﾌﾞ選択時】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              【ﾚﾍﾞﾙ CH1 ﾀﾌﾞ選択時】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              【外部ﾄﾘｶﾞ ﾀﾌﾞ選択時】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称 機能 

① 取込継続画面数 ﾄﾘｶﾞ検出時の保存ﾃﾞｰﾀ量(画面数)の設定を行います。 

② ﾍﾙﾌﾟ 取込継続画面数 に関するﾍﾙﾌﾟ情報ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開きます。 

③ 設定ﾁｬﾈﾙ切替ﾀﾌﾞ 設定を行うﾁｬﾈﾙを切り替えます。 

④ 内部(外部)ﾄﾘｶﾞ選択 ﾄﾘｶﾞ条件を設定します。 

⑤ 内部ﾄﾘｶﾞ設定値 以上ﾄﾘｶﾞ、以下ﾄﾘｶﾞの検出判定値を設定します。 

押下にて数値入力用ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開きます。 

⑥ 設定終了 設定を保存しﾒﾆｭｰ画面に戻ります。 

⑦ 戻る ﾁｬﾈﾙ詳細設定画面に戻ります。 

⑧ ｷｬﾝｾﾙ 設定を破棄しﾒﾆｭｰ画面に戻ります。 

 

 

①取込継続画面数 

②ﾍﾙﾌﾟ 

③設定ﾁｬﾈﾙ切替ﾀﾌﾞ 

④内部ﾄﾘｶﾞ選択 

⑤内部ﾄﾘｶﾞ設定値 

⑥設定終了 

⑦戻る 

⑧ｷｬﾝｾﾙ 

 

④内部ﾄﾘｶﾞ選択 

⑤内部ﾄﾘｶﾞ設定値 

 

④外部ﾄﾘｶﾞ選択 
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8.8.8.8. 測定測定測定測定    

 

8.1.8.1.8.1.8.1. 連続測定連続測定連続測定連続測定    

 測定開始から、測定停止まで連続して測定し、測定ﾃﾞｰﾀを記録します。 

 

8.1.1.8.1.1.8.1.1.8.1.1. 測定開始測定開始測定開始測定開始    

 ﾒﾆｭｰ画面から 連続測定 を押下しますと、連続測定画面となります。 

 

 開始ｷｰ押下にて連続測定を開始します。測定開始時の日付時刻情報を元に自動的に保存ﾌｧｲﾙが生成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称 機能 

① 測定状態 停止中となっています。 

② 現測定値 現在の測定値を表示します。 

③ ｸﾞﾗﾌ表示切替 

      ｽｲｯﾁ 

ｸﾞﾗﾌ描画 ON/OFF 用ｽｲｯﾁで、押下毎に ON/OFF が切替ります。 

  

  ﾚﾍﾞﾙ CH1 ﾚﾍﾞﾙ測定 CH1 の表示 ON/OFF を行います。  

   CH2 ﾚﾍﾞﾙ測定 CH2 の表示 ON/OFF を行います。  

  電圧 CH1 電圧測定 CH1 の表示 ON/OFF を行います。  

   CH2 電圧測定 CH2 の表示 ON/OFF を行います。  

  平均値のみ表示 平均値のみ表示 / 平均値、最大値、最小値を表示 を切り替え

ます。 

 

   

④ 設定内容 設定内容確認用ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開きます。 

⑤ 開始 測定を開始します。 

⑥ 戻る ﾒﾆｭｰ画面に戻ります。 

 

 

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙは日付時刻情報から以下の通り、自動的に生成されます。 

 

 

 

 

測定前には、装置の日付時刻の確認を行ってください。 

 

 

 

 

①測定状態 

②現測定値 

③ｸﾞﾗﾌ表示切替ｽｲｯﾁ 

⑤開始 

④設定内容 

⑥戻る 

２０１５０３１１２２２４２５. ｄｌ３

年(西暦) 月 日 時 分 秒 拡張子
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8.1.1.8.1.1.8.1.1.8.1.1. 測定中測定中測定中測定中    

 測定を開始しますと、表示速度毎に測定ﾃﾞｰﾀの集計を行い、ｸﾞﾗﾌ描画および測定ﾃﾞｰﾀの保存を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称 機能 

① 測定状態 取込中となっています。 

② ﾌｧｲﾙ名 測定ﾃﾞｰﾀの保存ﾌｧｲﾙ名を表示します。 

③ 現測定値 現在の測定値を表示します。 

④ ｸﾞﾗﾌ表示 測定値を時系列にｸﾞﾗﾌ化し表示します。 

⑤ ｸﾞﾗﾌ表示切替 

      ｽｲｯﾁ 

ｸﾞﾗﾌ描画 ON/OFF 用ｽｲｯﾁで、押下毎に ON/OFF が切替ります。 

  

  ﾚﾍﾞﾙ CH1 ﾚﾍﾞﾙ測定 CH1 の表示 ON/OFF を行います。  

   CH2 ﾚﾍﾞﾙ測定 CH2 の表示 ON/OFF を行います。  

  電圧 CH1 電圧測定 CH1 の表示 ON/OFF を行います。  

   CH2 電圧測定 CH2 の表示 ON/OFF を行います。  

  平 均 値 の み 表

示 

平均値のみ表示 / 平均値、最大値、最小値を表示 を切り替えま

す。 

 

   

⑥ 設定内容 設定内容確認用ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開きます。 

⑦ 停止 測定を停止します。 

⑧ 戻る ﾒﾆｭｰ画面に戻ります。 

 

 

 

①測定状態 

③現測定値 

⑤ｸﾞﾗﾌ表示切替ｽｲｯﾁ 

⑦停止 

⑥設定内容 

⑧戻る 

②ﾌｧｲﾙ名 

④ｸﾞﾗﾌ表示 
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8.1.2.8.1.2.8.1.2.8.1.2. 測定停止測定停止測定停止測定停止    

 停止押下にて測定を停止し、測定していたﾃﾞｰﾀを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称 機能 

① 測定状態 停止中となっています。 

② ﾌｧｲﾙ名 測定ﾃﾞｰﾀの保存ﾌｧｲﾙ名を表示します。 

③ 測定値 ｸﾞﾗﾌで選択されたﾎﾟｲﾝﾄ(黄色点)の測定値が表示されます。 

④ 選択時刻 ｸﾞﾗﾌで選択されたﾎﾟｲﾝﾄ(黄色点)の時刻が表示されます。 

⑤ ｸﾞﾗﾌ表示 測定値を時系列にｸﾞﾗﾌ化し表示します。 

⑥ ｸﾞﾗﾌ表示切替 

       ｽｲｯﾁ 

ｸﾞﾗﾌ描画 ON/OFF 用ｽｲｯﾁで、押下毎に ON/OFF が切替ります。 

  

  ﾚﾍﾞﾙ CH1 ﾚﾍﾞﾙ測定 CH1 の表示 ON/OFF を行います。  

   CH2 ﾚﾍﾞﾙ測定 CH2 の表示 ON/OFF を行います。  

  電圧 CH1 電圧測定 CH1 の表示 ON/OFF を行います。  

   CH2 電圧測定 CH2 の表示 ON/OFF を行います。  

   平 均 値 の み 表

示 

平均値のみ表示 / 平均値、最大値、最小値を表示 を切り替えま

す。 

 

   

⑦ ｸﾞﾗﾌｽｸﾛｰﾙ用 

    ｽｸﾛｰﾙｷｰ 

ｸﾞﾗﾌをｽｸﾛｰﾙします。 

⑧ 設定内容 設定内容確認用ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開きます。 

⑨ 開始 測定を再開します。 

⑩ 戻る ﾒﾆｭｰ画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

①測定状態 

③測定値 

⑥ｸﾞﾗﾌ表示切替ｽｲｯﾁ 

⑨開始 

⑧設定内容 

⑩戻る 

⑤ｸﾞﾗﾌ表示 

②ﾌｧｲﾙ名 

⑦ｸﾞﾗﾌｽｸﾛｰﾙ用ｽｸﾛｰﾙｷｰ 

④選択時刻 
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8.2.8.2.8.2.8.2. ﾄﾘｶﾞ測定ﾄﾘｶﾞ測定ﾄﾘｶﾞ測定ﾄﾘｶﾞ測定    

 設定されたﾄﾘｶﾞ条件検出時の測定ﾃﾞｰﾀのみを保存します。 

 

8.2.1.8.2.1.8.2.1.8.2.1. 測定開始測定開始測定開始測定開始    

 ﾒﾆｭｰ画面から ﾄﾘｶﾞ測定 を押下しますと、ﾄﾘｶﾞ測定画面となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称 機能 

① 測定状態 停止中となっています。 

② 現測定値 現在の測定値を表示します。 

③ ﾄﾘｶﾞ検出数 検出したﾄﾘｶﾞ数を表示します。 

④ ｸﾞﾗﾌ表示切替 

      ｽｲｯﾁ 

ｸﾞﾗﾌ描画 ON/OFF 用ｽｲｯﾁで、押下毎に ON/OFF が切替ります。 

  

  ﾚﾍﾞﾙ CH1 ﾚﾍﾞﾙ測定 CH1 の表示 ON/OFF を行います。  

   CH2 ﾚﾍﾞﾙ測定 CH2 の表示 ON/OFF を行います。  

  電圧 CH1 電圧測定 CH1 の表示 ON/OFF を行います。  

   CH2 電圧測定 CH2 の表示 ON/OFF を行います。  

  平均値のみ表示 平均値のみ表示 / 平均値、最大値、最小値を表示 を切り替え

ます。 

 

   

⑤ 設定内容 設定内容確認用ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開きます。 

⑥ 開始 測定を開始します。 

⑦ 戻る ﾒﾆｭｰ画面に戻ります。 

 

 

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙは日付時刻情報から以下の通り、自動的に生成されます。 

 

 

 

 

測定前には、装置の日付時刻の確認を行ってください。 

 

 

 

①測定状態 

②現測定値 

④ｸﾞﾗﾌ表示切替ｽｲｯﾁ 

⑥開始 

⑤設定内容 

⑦戻る 

③ﾄﾘｶﾞ検出数 

２０１５０３１１２２２４２５. ｄｌ２

年(西暦) 月 日 時 分 秒 拡張子
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8.2.2.8.2.2.8.2.2.8.2.2. 測定中測定中測定中測定中    

 測定を開始しますと、表示速度毎に測定ﾃﾞｰﾀの集計を行い、ﾄﾘｶﾞ条件を検出するとﾄﾘｶﾞ履歴の計数処理、および検出時の 

 測定ﾃﾞｰﾀの保存を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 名称 機能 

① 測定状態 停止中となっています。 

② ﾌｧｲﾙ名 測定ﾃﾞｰﾀの保存ﾌｧｲﾙ名を表示します。 

③ 現測定値 現在の測定値を表示します。 

④ ﾄﾘｶﾞ検出数 検出したﾄﾘｶﾞ数を表示します。 

⑤ 強制取込 強制的にﾄﾘｶﾞ条件検出を発生し、現測定ﾃﾞｰﾀを保存します。 

⑥ ﾄﾘｶﾞ履歴 測定開始以降のﾄﾘｶﾞ発生履歴一覧をﾀﾞｲｱﾛｸﾞにて表示します。 

⑦ ｸﾞﾗﾌ表示切替 

      ｽｲｯﾁ 

ｸﾞﾗﾌ描画 ON/OFF 用ｽｲｯﾁで、押下毎に ON/OFF が切替ります。 

  

  ﾚﾍﾞﾙ CH1 ﾚﾍﾞﾙ測定 CH1 の表示 ON/OFF を行います。  

   CH2 ﾚﾍﾞﾙ測定 CH2 の表示 ON/OFF を行います。  

  電圧 CH1 電圧測定 CH1 の表示 ON/OFF を行います。  

   CH2 電圧測定 CH2 の表示 ON/OFF を行います。  

  平均値のみ表示 平均値のみ表示 / 平均値、最大値、最小値を表示 を切り替え

ます。 

 

   

⑧ 設定内容 設定内容確認用ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開きます。 

⑨ 開始 測定を開始します。 

⑩ 戻る ﾒﾆｭｰ画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

①測定状態 

③現測定値 

⑦ｸﾞﾗﾌ表示切替ｽｲｯﾁ 

⑨開始 

⑧設定内容 

⑩戻る 

④ﾄﾘｶﾞ検出数 

⑤強制取込 

⑥ﾄﾘｶﾞ履歴 

②ﾌｧｲﾙ名 



ＤＬＲ－２０３ 多機能レベル変動記録計 

 

 Oi Electric                                                        ＨＡＭ０２６３９ 

34 

 

8.2.1.8.2.1.8.2.1.8.2.1. 測定停止測定停止測定停止測定停止    

 停止押下にて測定を停止し、測定していたﾃﾞｰﾀを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①測定状態 

③現測定値 

⑪ｸﾞﾗﾌ表示切替ｽｲｯﾁ 

⑭開始 

⑬設定内容 

⑮戻る 

④ﾄﾘｶﾞ時刻情報 

⑤ﾄﾘｶﾞ履歴 

②ﾌｧｲﾙ名 

 

⑥ﾄﾘｶﾞ種別選択ﾀｸﾞ 

⑦ﾄﾘｶﾞ履歴ﾘｽﾄ 

⑧ｽｸﾛｰﾙｷｰ 

⑨ｸﾞﾗﾌ表示 

⑩戻る 

⑫ｸﾞﾗﾌｽｸﾛｰﾙ用ｽｸﾛｰﾙｷｰ 
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番号 名称 機能 

① 測定状態 停止中となっています。 

② ﾌｧｲﾙ名 測定ﾃﾞｰﾀの保存ﾌｧｲﾙ名を表示します。 

③ 現測定値 現在の測定値を表示します。 

④ ﾄﾘｶﾞ情報 選択したﾄﾘｶﾞ履歴の時間情報を表示します。 

⑤ ﾄﾘｶﾞ履歴 ﾄﾘｶﾞ履歴ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開きます。 

⑥ ﾄﾘｶﾞ種別選択ﾀｸﾞ ﾄﾘｶﾞ種別毎の選択表示を行います。 

⑦ ﾄﾘｶﾞ履歴ﾘｽﾄ 選択されたﾄﾘｶﾞ種別のﾄﾘｶﾞ履歴を表示します。 

選択したﾄﾘｶﾞ履歴は反転表示を行います。 

⑧ ｽｸﾛｰﾙｷｰ ﾘｽﾄのｽｸﾛｰﾙを行います。 

⑨ ｸﾞﾗﾌ表示 ﾄﾘｶﾞ履歴にて選択されたﾄﾘｶﾞ検出時のｸﾞﾗﾌを表示します。 

⑩ 戻る ﾄﾘｶﾞ選択を行わずｸﾞﾗﾌ表示に戻ります。 

⑪ ｸﾞﾗﾌ表示切替 

      ｽｲｯﾁ 

ｸﾞﾗﾌ描画 ON/OFF 用ｽｲｯﾁで、押下毎に ON/OFF が切替ります。 

  

  ﾚﾍﾞﾙ CH1 ﾚﾍﾞﾙ測定 CH1 の表示 ON/OFF を行います。  

   CH2 ﾚﾍﾞﾙ測定 CH2 の表示 ON/OFF を行います。  

  電圧 CH1 電圧測定 CH1 の表示 ON/OFF を行います。  

   CH2 電圧測定 CH2 の表示 ON/OFF を行います。  

  平均値のみ表示 平均値のみ表示 / 平均値、最大値、最小値を表示 を切り替え

ます。 

 

   

⑫ ｸﾞﾗﾌｽｸﾛｰﾙ用 

    ｽｸﾛｰﾙｷｰ 

ｸﾞﾗﾌをｽｸﾛｰﾙします。 

⑬ 設定内容 設定内容確認用ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開きます。 

⑭ 開始 測定を開始します。 

⑮ 戻る ﾒﾆｭｰ画面に戻ります。 
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8.3.8.3.8.3.8.3. ﾌｧｲﾙ読込ﾌｧｲﾙ読込ﾌｧｲﾙ読込ﾌｧｲﾙ読込    

 保存された測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを読込表示します。 

 

 ﾒﾆｭｰ画面からﾌｧｲﾙ読込み押下にてﾌｧｲﾙ選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます、ﾌｧｲﾙを選択し読込にて測定ﾃﾞｰﾀのｸﾞﾗﾌ表示を 

 行います。 

 

 測定ﾃﾞｰﾀ読込後の表示内容、操作は 各測定の停止時の操作と同一です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①保存場所選択 

②ﾌｧｲﾙ一覧 

④読込 

③選択ﾌｧｲﾙ 

⑤戻る 

 

  

連続測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ（dl3） ﾄﾘｶﾞ測定ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ（dl2） 

ﾃﾞｰﾀ選択 
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9.9.9.9. ﾘﾓｰﾄﾘﾓｰﾄﾘﾓｰﾄﾘﾓｰﾄ    ((((ﾈｯﾄﾜｰｸ接続ﾈｯﾄﾜｰｸ接続ﾈｯﾄﾜｰｸ接続ﾈｯﾄﾜｰｸ接続））））    

 

 本装置は内蔵LANﾎﾟｰﾄによるﾈｯﾄﾜｰｸ接続機能を有しており、ﾈｯﾄﾜｰｸ経由または直接ﾊﾟｿｺﾝと接続する事で制御および、測定

ﾃﾞｰﾀの収集が可能となります。 

 

 

注意 

誤った設定でﾈｯﾄﾜｰｸに接続しますと、ﾈｯﾄﾜｰｸに障害を与える可能性があります。 

ﾈｯﾄﾜｰｸへの接続に際しては、必ず接続するﾈｯﾄﾜｰｸの管理者にご相談ください。 

 

9.1.9.1.9.1.9.1. ﾊﾟｿｺﾝと接続する事で可能となる機能ﾊﾟｿｺﾝと接続する事で可能となる機能ﾊﾟｿｺﾝと接続する事で可能となる機能ﾊﾟｿｺﾝと接続する事で可能となる機能    

(1) 装置設定 (ﾈｯﾄﾜｰｸ設定を除く) 

(2) 測定設定 (入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽや表示速度等の各種測定設定) 

(3) 測定開始/停止 および、測定状態の確認 

(4) 測定ﾃﾞｰﾀの取得 (装置内蔵ﾒﾓﾘに保存された測定ﾃﾞｰﾀをﾊﾟｿｺﾝに転送可能) 

 

9.2.9.2.9.2.9.2. ﾊﾟｿｺﾝとの接続方法ﾊﾟｿｺﾝとの接続方法ﾊﾟｿｺﾝとの接続方法ﾊﾟｿｺﾝとの接続方法    

9.2.1.9.2.1.9.2.1.9.2.1. 社内ﾈｯﾄﾜｰｸ社内ﾈｯﾄﾜｰｸ社内ﾈｯﾄﾜｰｸ社内ﾈｯﾄﾜｰｸ((((公衆ﾈｯﾄﾜｰｸ公衆ﾈｯﾄﾜｰｸ公衆ﾈｯﾄﾜｰｸ公衆ﾈｯﾄﾜｰｸ))))への接続方法への接続方法への接続方法への接続方法    

接続するﾈｯﾄﾜｰｸに応じ、ＩＰｱﾄﾞﾚｽの取得方法（DHCP/固定IP)等の設定を行って下さい。 

 

 

注意 

誤った設定でﾈｯﾄﾜｰｸに接続しますと、ﾈｯﾄﾜｰｸに障害を与える可能性があります。 

ﾈｯﾄﾜｰｸへの接続に際しては、必ず接続するﾈｯﾄﾜｰｸの管理者にご相談ください。 

 

9.2.2.9.2.2.9.2.2.9.2.2. ﾊﾟｿｺﾝとの直接接続方法ﾊﾟｿｺﾝとの直接接続方法ﾊﾟｿｺﾝとの直接接続方法ﾊﾟｿｺﾝとの直接接続方法    

装置および、ﾊﾟｿｺﾝのﾈｯﾄﾜｰｸ設定を行い接続可能な設定とします。 

 

    【設定例】 

      

 

 

注意 

ﾊﾟｿｺﾝのﾈｯﾄﾜｰｸ設定を変更しますと、社内ﾈｯﾄﾜｰｸ(公衆ﾈｯﾄﾜｰｸ)への接続は出来なくなりますので、 

本装置との接続完了後は設定を元に戻してからﾈｯﾄﾜｰｸに接続してください。 
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  <ﾊﾟｿｺﾝのﾈｯﾄﾜｰｸ設定例> 

  - Windows7 の場合 - 

  

プロパティ

 

 

  - WindowsXP の場合－ 
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9.3.9.3.9.3.9.3. ﾊﾟｿｺﾝﾊﾟｿｺﾝﾊﾟｿｺﾝﾊﾟｿｺﾝからの遠隔制御からの遠隔制御からの遠隔制御からの遠隔制御    

本装置は RDP(ﾘﾓｰﾄ･ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ･ﾌﾟﾛﾄｺﾙ)を実装しており、RDP を使用してﾊﾟｿｺﾝから制御を行います。 

 

9.3.1.9.3.1.9.3.1.9.3.1. ﾘﾓｰﾄ･ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟの起動ﾘﾓｰﾄ･ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟの起動ﾘﾓｰﾄ･ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟの起動ﾘﾓｰﾄ･ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟの起動    

ﾘﾓｰﾄ・ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟは Windows 添付のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝで以下の手順で起動します。 

 

 

 

9.3.2.9.3.2.9.3.2.9.3.2. ﾘﾓｰﾄ･ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟﾘﾓｰﾄ･ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟﾘﾓｰﾄ･ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟﾘﾓｰﾄ･ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟによるﾘﾓｰﾄ制御によるﾘﾓｰﾄ制御によるﾘﾓｰﾄ制御によるﾘﾓｰﾄ制御    

 ﾘﾓｰﾄ･ﾃﾞｨｽｸﾄｯﾌﾟで接続完了しますと、本体と同一の表示がﾊﾟｿｺﾝのﾘﾓｰﾄ･ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟのﾀﾞｲｱﾛｸﾞに表示されます。 

ﾏｳｽ等により、本体と同一の操作にて遠隔にて制御可能となります。 

 

 

注意 

ﾘﾓｰﾄ制御中は、装置画面にﾘﾓｰﾄ接続中の表示を行い、操作不可となります。 
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9.4.9.4.9.4.9.4. ﾊﾟｿｺﾝﾊﾟｿｺﾝﾊﾟｿｺﾝﾊﾟｿｺﾝでの測定ﾃﾞｰﾀ収集での測定ﾃﾞｰﾀ収集での測定ﾃﾞｰﾀ収集での測定ﾃﾞｰﾀ収集    ((((測定ﾃﾞｰﾀの転送測定ﾃﾞｰﾀの転送測定ﾃﾞｰﾀの転送測定ﾃﾞｰﾀの転送))))    

本装置には SCP(ｾｷｭﾘﾃｨ･ｺﾋﾟｰ･ﾌﾟﾛﾄｺﾙ)をを実装しており、SCP を使用してﾊﾟｿｺﾝに測定ﾃﾞｰﾀの転送を行います。 

 

9.4.1.9.4.1.9.4.1.9.4.1. SCPSCPSCPSCP ｸﾗｲｱﾝｸﾗｲｱﾝｸﾗｲｱﾝｸﾗｲｱﾝﾄ･ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝンﾄ･ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝンﾄ･ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝンﾄ･ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝンの起動の起動の起動の起動    

 SCP の使用には、SCP 機能を有するｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝをﾊﾟｿｺﾝにｲﾝｽﾄｰﾙする必要があります。 

ここでは、WinSCP(ｵｰﾌﾟﾝ･ｿｰｽ SCP ｸﾗｲｱﾝﾄ･ｿﾌﾄ)を参考に接続の説明を行います。 

 

起動

装置内部ﾒﾓﾘの

ﾌｫﾙﾀﾞ

ﾊﾟｿｺﾝのﾌｫﾙﾀﾞ

ホスト名：装置のIPｱﾄﾞﾚｽ

ユザー名：scplogin

パスワード：scp_dlr203

測定ﾃﾞｰﾀの格納ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ　：　/cfcard

 

 

 装置内部ﾒﾓﾘの /cfcard に測定ﾃﾞｰﾀが格納されていますので、転送したいﾌｧｲﾙを選択しﾊﾟｿｺﾝの任意のﾌｫﾙﾀﾞに転送してくだ

さい。 

 

 


